
　

R8学科合格対策　学科試験で100点を超える方法　2025年11月15日

表１　Ⅰ計画の項目別一覧表 （2025年1月からH18～R7をアップ）

１．誰でも「学科試験100点超え」ができる方法
学科試験は、５科目で過去問20年を学習すると誰でも100点を超える（過去問データは嘘をつかない）。

過去問20年は、膨大な量であるが、研究会では簡単に学習できるように下記３講座で解説している。

（1） 過去問20年の項目別一覧表

（2） 音声ポイント講座

（3） 学科YouTube講座
研究会は、短期間の学習で学科試験に合格する方法として、限られた時間を５科目平均に活用するので

はなく、法規の点数を集中的に上げた方が良いとの結論に至り、「法規25点合格法」を推奨している。これ

は、法規の過去問20年（H7～H26）を分析した結果、融合問題の項目を除くと93.6％の法文が繰り返し出

題されていることから、過去問だけの学習で法規25点が取れるとした。

この内容は、別途解説する「法規25点合格法」を参照してください。

（4） 過去問20年の出題法文一覧表

（5） 法令集マーカの仕方

学科試験125点満点中、100点を超えると必ず合格できる。研究会は、様々な検討の結果、５科目過去問

20年を学習すると、誰でも100点を超えることができると判断している。なお、初出題の選択肢問題もあるが、

出題形式が４択という特性から消去法が有効であり、過去問だけの学習で確実に100点超えができる。た

だし、過去問は、傾向分析等ができる20年の学習が必要であり、過去問だけの学習なら10年では合格で

きない。

１級建築士は、建築士としての幅広い知識が必要である。従って、試験は偏った問題とならないように５科

目があり、幅広い項目から出題されている。下記に、計画の分類表であるが、毎年ほぼ同じ項目から同じよ

うな問題数が出題されている（R7問題組込は2026年1月に公開）。この傾向は、設備、法規、構造、施工も

同じである。過去問学習が王道と言われている由縁である。

出題確率を数値化

次頁で紹介



Ⅰ計画 ６.バリアフリーの過去問20年の項目別一覧表（一例）

２．過去問20年の項目別一覧表
過去問20年は、膨大な量となるので、いかに効率よく学習できるかが重要である。そこで、研究会では、項

目別に分類して、その中で全ての選択肢問題を一覧表に取りまとめた（５科目それぞれの出題問題一覧

表）。Ａ３伴１枚には、10年間の問題が見れるようになっている。過去問20年で１項目１問題が出ているもの

は、Ａ３伴２枚で20年間の過去問が見れる。この見えるという状況が非常に重要である。机の上にＡ３伴２

枚を置くことで、過去問20年の全ての問題が見えるので、後述する「目で見る学習法」が可能となり、学習

効率は数倍に跳ね上がる。さらに一覧表は、類似問題を同じ色分けしているので、同じ色の問題を見比べ

ると、出題変化パターンや出題傾向なども分かるようになる。

建築業界は、非常に忙しく、１級建築士試験に何年も合格できない最大の理由は、「時間が無い」の一言

に尽きる。「もし」半年間、仕事をしないで１級建築士の勉強だけができるならば、誰でも合格できる（半年

間を全て過去問20年の学習ができれば確実に100点超えが可能）。しかし、「もし」は無いので、研究会は、

いかに短時間に効率よく学べるかを追求している。学科試験は、結局「125問の各項目ごとに１点づつを確

実に取ること」であり、そこに美味しい秘策などは存在しない（学習法には秘策がある）。各資料は、ＰＤＦ化

しているので打出し可能であり、更にスマホやパソコンから、何時でも何処でも学習できる。

類似問題を色分け

バリアフリーの問題10問をＡ３伴1枚にまとめている



学科Ⅰ計画の「1.設計手法（一部）」のPDFアップ例

　

３．音声ポイント講座
研究会では、通勤電車の往復などで携帯により過去問を学習するために「ポイント一覧表の音声読上」を

作成しました。これは、平成7年から最新年度までの問題を項目別に分けて、全てを正解文の箇条書きに

まとめている。令和7年の内容は、2026年1月に組み込み音声読上としてアップする予定である。

パワーポイント自動読上（一例）



　

４．学科YouTube講座
2021年4月から携帯・パソコンでの学習効率を高めるため、学科YouTube講座を開始した。

学科YouTube講座は、下記６項目での構成となる（R7問題組込は2025年11月以降アップ中）。

本講座は、一度YouTubeとして公開し、その後に会員講座内で一覧表として再アップする。また、紙ベー

スで打出して学習できるように、PDF（ノート形式）も一緒に掲載する。内容は、できる限り分かりやすい図

や表などを組込ながら資料作りをする（著作権対応から手書きで綺麗な図ではない）。下記に参考として、

学科Ⅰ計画の「3.西洋史（一部）」のPDFアップ例を示す。

（1） 学科共通事項のYouTube講座 ⇒適宜アップ

（2） Ⅰ計画の項目別YouTube講座 ⇒2026年1月にR7組込アップ予定

（3） Ⅱ設備の項目別YouTube講座 ⇒2026年2月にR7組込アップ予定

（4） Ⅲ法規の項目別YouTube講座 ⇒2026年3月にR7組込アップ予定

（5） Ⅳ構造の項目別YouTube講座 ⇒2026年4月にR7組込アップ予定

（6） Ⅴ施工の項目別YouTube講座 ⇒2026年5月にR7組込アップ予定

学科YouTube講座（一例）



注）研究会は、市販の書籍や各種資格学校の対面学習などを批判するものではなく、効率良く学習できる方法を提案しているものである。
　　多くの方から資格学校の講座はあまりに高額で何とかして欲しいとの意見があり、そのような方への一助になれればと願っている。

５．その他 （他社書籍との相違点等）

（1）一般書籍
一般に市販されている書籍は、大きく分けると次の３パターンに分類できる。

①過去問の解説書

過去問７年等を年度別に解説している。過去問7年では、出題傾向が把握し難い。

②項目別に分類した解説書

５科目の各項目ごとにポイント等を解説している。情報量があまりに少ない。

③試験関連の建築専門書

基本事項である建築専門書（構造力学等）である。基本情報が多すぎる。

（2）研究会資料
研究会資料は、各項目の１点を「如何に効率良く取るか」を目的としており、以下の特徴がある。

①過去問と項目別とを融合させた一覧表

過去問20年を項目別に分類し、Ａ３伴１枚が10問題として一覧表にまとめた。比較検討し易い。

②音声ポイント講座

平成４年からの問題を全て正解文にした箇条書き一覧表を音声ポイント読み上げとしている。

③学科YouTube講座

パワーポイント解説をYouTubeにアップし、ＨＰ内で再アップしている（ＰＤＦ資料もある）。

※「合格」することを第一に

「建築」は奥が深く、様々な知識を学ぼうとすると泥沼に入りかねない。

試験は、問題を解答できなければ意味がない。まずは合格すること、自己の学習環境を考慮して最も効率

良い学習法を選択し、合格基準点の90点（確実な合格は100点）を取ることに専念する。

※なぜ毎年「合格できない」のか？

毎年、かなり学習したのに合格できない最大の理由は、出題内容がより細分化されている点にある。出題

傾向は、過去問７年程度では把握できない、過去問だけの学習で合格するなら、過去問20年の学習は必

須である。

※近年は「戦略的な点数取り」を目指すべき

ひたすら学習するのではなく、Ⅰ計画ならどの項目を確実に取るかなど「戦略を持って」合格点を目指す

べきである。近年、建築作品が6問も出題されたり、単純な学習では足切点にかかる傾向もある。作品以外

の項目は、必ず取って11点にたどり着くという戦略的な学習法も必須と言える。

※「資格学校」へ通学すると合格できるのか？

一般に、通学での合格は、早い方で２年、通常３～５年はかかると言われている。資格学校の講座は、全て

の教科を満遍なく講義する学習であり、この学習法では、週１の講義で合格するのは厳しい。なお、学科

試験だけなら過去問20年の学習だけで合格は可能である。

※合格率は低いが、世の中にはもっと・・・

１級建築士のストレート合格率は、学科20％製図40％として0.2×0.4＝８％となる。学科試験は、約3万人

が受験して約６千人が合格する（合格率15～20％）。他方、囲碁のプロ試験は、日本棋院で１年間に３人し

か合格できない。全国大会優勝などした方が、毎日10時間以上を学習しても、プロ試験（３人）に合格でき

ない方が多々おり、プロを断念している。１級建築士も厳しい試験だが、約６千人が合格できるので、まだ

希望が持てる試験に感じる。


